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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
平
和
な
国
を
作
り
ま
し
ょ
う
！
！

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
５
９
４
Ｏ

【
作
者
名
】

　
野
間
口
 

遊

【
あ
ら
す
じ
】

　
“
王
国
”
な
の
に
王
が
い
な
い
国
、
シ
ュ
オ
ー
マ
王
国
。
こ
の
国
は
王
が
い

な
い
た
め
、
政
治
が
機
能
し
て
お
ら
ず
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
盗
賊
が
跋
扈
し
、

民
は
飢
餓
で
苦
し
ん
で
い
た
。
そ
ん
な
シ
ュ
オ
ー
マ
王
国
を
自
分
の
国
に
し
よ

う
と
、
四
人
の
若
者
が
立
ち
上
が
っ
た
。
―
―
―
全
て
は
、
平
和
で
安
全
で
戦

争
の
な
い
国
を
作
り
上
げ
る
た
め
…
…
。
平
和
を
求
め
る
建
国
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
、

堂
々
開
幕
！
！
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
シ
ュ
オ
ー
マ
王
国
の
歴
史
（
前
書
き
）

初
め
ま
し
て
、
作
者
の
野
間
口
で
す
。

今
回
は
本
格
的
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
作
品
を
書
い
て
み
ま
し
た
。

ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
は
“
建
国
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
”
っ
て
所
か
な
？

で
は
で
は
、
前
書
き
は
こ
の
辺
に
し
て
、
早
速
で
す
が
本
編
の
方
を
ど
う
ぞ
！

！
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
シ
ュ
オ
ー
マ
王
国
の
歴
史

シ
リ
ラ
ム
大
陸
南
西
部

シ
ュ
オ
ー
マ
王
国

こ
の
国
は
“
王
国
”
だ
が
、
王
は
い
な
い
。

貴
族
も
い
な
い
。

役
人
も
い
な
い
。

い
る
の
は
…
…
民
の
み
。

今
か
ら
１
０
年
前
…
…

こ
の
シ
ュ
オ
ー
マ
王
国
は
、
近
隣
の
ヒ
ン
バ
ー
帝
国
と
戦
争
を
起
こ
し
、
敗
れ
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た
。

完
敗
だ
っ
た
。

完
璧
社
会
主
義
の
ヒ
ン
バ
ー
帝
国
は
、
シ
ュ
オ
ー
マ
王
国
の
国
王
、
そ
の
家
族
、

そ
の
他
国
政
を
任
さ
れ
て
い
た
貴
族
、
役
人
等
の
完
全
抹
殺
を
実
行
。

シ
ュ
オ
ー
マ
王
国
第
２
６
代
国
王
、
ハ
リ
バ
ー
ン
＝
セ
ル
ネ
ー
ラ
他
、
シ
ュ
オ

ー
マ
の
全
貴
族
役
人
は
処
刑
さ
れ
た
。

だ
か
ら
今
、
こ
の
シ
ュ
オ
ー
マ
に
は
民
し
か
い
な
い
。

国
を
治
め
る
者
が
い
な
け
れ
ば
、
国
は
乱
れ
る
。

国
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
は
強
盗
が
跋
扈
し
、
弱
き
者
か
ら
全
て
を
略
奪
す
る
。

国
の
王
が
い
な
け
れ
ば
、
司
法
は
成
り
立
た
な
い
。

つ
ま
り
、
国
王
が
い
な
い
た
め
、
国
の
法
律
が
意
味
を
成
さ
な
く
な
る
。

罪
を
犯
し
た
者
を
、
法
律
に
従
い
処
罰
を
与
え
る
者
が
い
な
い
の
だ
。

役
人
は
抹
殺
さ
れ
た
か
ら
。
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人
を
殺
し
て
も
、
罪
に
な
ら
な
い
国
。

シ
ュ
オ
ー
マ
は
荒
れ
果
て
て
い
っ
た
。

ヒ
ン
バ
ー
帝
国
は
、
貴
族
役
人
の
抹
殺
を
終
え
た
後
、
シ
ュ
オ
ー
マ
の
統
治
権

を
放
棄
。

他
の
国
も
、
こ
の
荒
れ
果
て
た
国
な
ど
欲
し
が
ら
な
い
。

シ
ュ
オ
ー
マ
の
民
は
飢
餓
に
苦
し
ん
だ
。

た
と
え
作
物
を
作
っ
て
も
、
強
盗
に
持
っ
て
行
か
れ
る
だ
け
だ
か
ら
。

強
盗
に
反
抗
し
よ
う
物
な
ら
、
そ
の
場
で
虐
殺
。

も
う
、
民
は
他
の
民
か
ら
物
を
奪
う
事
で
生
き
な
が
ら
え
る
。

何
な
ら
、
構
わ
ず
人
を
殺
す
。

そ
ん
な
国
。



6

シ
ュ
オ
ー
マ
は
荒
れ
果
て
、
そ
し
て
…
…

こ
の
国
は
、
滅
亡
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
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第
１
話
　
シ
ュ
オ
ー
マ
王
国
入
国
・
前
編

「
強
い
者
だ
け
が
生
き
延
び
る
事
の
出
来
る
国
、
シ
ュ
オ
ー
マ
王
国
…
…
」

シ
ュ
オ
ー
マ
王
国
の
南
の
隣
国
、
ガ
ダ
リ
ア
共
和
国
。

ガ
ダ
リ
ア
共
和
国
は
１
０
年
前
、
隣
国
シ
ュ
オ
ー
マ
王
国
に
攻
め
込
ま
れ
た
事

が
あ
っ
た
。

そ
の
時
は
、
シ
ュ
オ
ー
マ
王
国
の
北
の
隣
国
、
ヒ
ン
バ
ー
帝
国
に
救
援
を
求
め
、

南
北
か
ら
シ
ュ
オ
ー
マ
を
挟
み
撃
ち
。

そ
し
て
、
何
と
か
シ
ュ
オ
ー
マ
王
国
相
手
に
勝
利
を
納
め
た
の
だ
。

そ
ん
な
ガ
ダ
リ
ア
共
和
国
の
北
部
、
シ
ュ
オ
ー
マ
王
国
の
国
境
に
１
番
近
い
町

“
ユ
ギ
ー
”
に
あ
る
小
さ
な
宿
。

築
１
０
年
、
木
造
２
階
建
て
。

か
つ
て
は
シ
ュ
オ
ー
マ
と
の
戦
争
時
に
、
前
線
へ
向
か
う
兵
が
宿
泊
し
た
と
言

わ
れ
て
い
る
、
小
さ
な
宿
だ
。

現
在
は
一
般
の
客
が
主
に
利
用
し
て
い
る
。
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そ
の
宿
の
一
階
の
奥
に
あ
る
食
堂
、
そ
こ
に
一
人
の
若
者
が
椅
子
に
腰
掛
け
、

一
枚
の
小
さ
な
紙
を
ま
じ
ま
じ
と
眺
め
て
い
た
。

「
シ
ュ
オ
ー
マ
、
ね
ぇ
～
…
…
面
倒
臭
さ
そ
ー
だ
な
」

明
る
い
茶
色
の
髪
、
透
き
通
る
よ
う
な
黒
い
瞳
、
整
っ
た
顔
、
程
よ
く
筋
肉
の

付
い
た
体
。

「
全
く
…
…
俺
は
奴
隷
じ
ゃ
ね
ぇ
ん
だ
っ
て
ん
だ
！
！
」

「
い
や
奴
隷
だ
」

「
な
っ
…
…
！
！
」

若
者
は
ハ
ッ
と
振
り
返
る
。

そ
こ
に
は
、
が
た
い
の
良
い
中
年
の
男
性
が
一
人
。

「
ほ
ほ
ぅ
、
レ
ル
ラ
。
貴
様
い
つ
か
ら
こ
の
俺
様
に
陰
口
を
叩
け
る
身
分
に
な

っ
た
ん
だ
、
あ
？
」

「
な
っ
…
…
き
、
聞
こ
え
て
い
た
の
か
…
…
」

若
者
は
大
量
の
冷
や
汗
を
流
し
な
が
ら
、
視
線
を
あ
っ
ち
こ
っ
ち
へ
泳
が
せ
る
。

「
…
…
レ
ル
ラ
、
表
出
ろ
」
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「
…
…
え
？
」

中
年
の
男
性
は
、
若
者
―
―
―
レ
ル
ラ
の
着
て
い
る
服
の
襟
を
グ
ッ
と
掴
み
、

顔
を
近
付
け
る
。

「
い
い
か
ら
表
出
ろ
」

そ
の
言
葉
に
は
、
た
だ
な
ら
ぬ
威
圧
感
が
…
…
。

「
は
、
は
い
…
…
」

レ
ル
ラ
は
、
頷
く
し
か
な
か
っ
た
。

若
者
の
名
は
レ
ル
ラ
＝
リ
リ
ュ
ー
ザ
。

ガ
ダ
リ
ア
共
和
国
出
身
の
、
１
８
歳
。

「
レ
ル
ラ
、
テ
メ
ェ
は
俺
様
の
目
的
を
忘
れ
た
の
か
！
？
」

外
で
の
鉄
拳
制
裁
。
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そ
れ
が
終
わ
っ
た
後
、
レ
ル
ラ
は
中
年
男
性
の
部
屋
へ
強
制
連
行
さ
せ
ら
れ
て

い
た
。

「
わ
、
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
」

レ
ル
ラ
は
床
に
正
座
。

彼
の
顔
は
あ
ざ
だ
ら
け
。

「
ほ
ー
う
…
…
な
ら
ば
レ
ル
ラ
、
こ
の
場
で
目
的
を
言
っ
て
み
ろ
！
」

中
年
男
性
は
部
屋
の
ベ
ッ
ド
に
腰
掛
け
、
足
を
組
む
。

「
目
的
…
…
そ
れ
は
…
…
」

レ
ル
ラ
は
棒
読
み
で
言
っ
た
。

「
シ
ュ
オ
ー
マ
王
国
を
、
俺
達
の
国
に
す
る
事
」

レ
ル
ラ
は
面
倒
臭
さ
そ
う
に
頭
を
か
く
。

「
…
…
フ
ッ
」

一
方
の
中
年
男
性
は
、
ベ
ッ
ド
か
ら
立
ち
上
が
り
…
…

「
俺
達
じ
ゃ
ね
ぇ
だ
ろ
ッ
！
！
」
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ド
ス
ッ
！
！

「
ぐ
は
っ
！
！
」

レ
ル
ラ
の
腹
に
蹴
り
を
一
発
入
れ
た
。

「
ゲ
ホ
ッ
ゲ
ホ
ッ
…
…
テ
メ
ェ
、
こ
の
ク
ソ
ジ
ジ
ィ
…
…
人
が
下
手
に
出
て
り

ゃ
調
子
に
乗
り
や
が
っ
て
…
…
」

レ
ル
ラ
は
咳
込
み
な
が
ら
、
中
年
男
性
を
睨
み
付
け
る
。

「
黙
れ
レ
ル
ラ
。
俺
達
の
国
じ
ゃ
ね
ぇ
、
俺
様
の
国
だ
！
」

中
年
男
性
は
仁
王
立
ち
。

「
こ
の
野
郎
…
…
」

レ
ル
ラ
は
ハ
ァ
～
と
た
め
息
を
一
つ
。

「
全
く
…
…
も
う
嫌
だ
」

「
ハ
ハ
ッ
、
歎
け
歎
け
、
テ
メ
ェ
は
一
生
俺
様
の
し
も
べ
だ
！
！
」

ガ
ハ
ハ
ハ
っ
と
、
高
笑
い
す
る
中
年
男
性
。

そ
の
時
…
…

バ
タ
ッ
！
！

突
然
、
部
屋
の
扉
が
開
い
た
。
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そ
し
て
、

「
お
い
レ
ル
ラ
、
ジ
ジ
ィ
、
そ
ろ
そ
ろ
出
発
の
時
間
だ
」

黒
い
鎧
を
纏
っ
た
男
性
が
、
部
屋
に
侵
入
。

「
な
っ
…
…
ぐ
、
グ
ロ
ー
ス
！
！
　
お
前
今
、
俺
様
の
事
何
て
…
…
」

中
年
男
性
は
そ
の
黒
い
鎧
の
男
に
怒
り
を
ぶ
つ
け
る
。

「
う
る
せ
ー
ジ
ジ
ィ
、
も
う
リ
ア
ー
ナ
は
馬
車
に
乗
っ
て
待
っ
て
る
ん
だ
。
急

げ
」

「
っ
…
…
グ
ロ
ー
ス
！
！
」

黒
い
鎧
の
男
性
―
―
―
グ
ロ
ー
ス
は
中
年
男
性
を
シ
カ
ト
し
、
レ
ル
ラ
に
声
を

掛
け
る
。

「
レ
ル
ラ
、
お
前
も
急
げ
。
早
く
荷
物
と
か
持
っ
て
こ
い
」

「
あ
い
よ
」

レ
ル
ラ
は
怒
り
心
頭
の
中
年
男
性
の
横
を
通
り
、
荷
物
の
あ
る
自
室
へ
。

「
ジ
ジ
ィ
も
急
げ
よ
な
」

「
グ
ロ
ー
ス
！
　
テ
メ
ェ
も
後
で
鉄
拳
制
裁
だ
！
！
」
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『
俺
様
は
荒
れ
た
シ
ュ
オ
ー
マ
王
国
を
手
に
入
れ
、
こ
の
俺
様
の
国
を
１
か
ら

作
る
！
！
』

か
つ
て
、
彼
が
言
っ
た
言
葉
。

そ
の
言
葉
に
、
三
人
の
若
者
が
乗
っ
か
っ
た
。

飢
餓
も
奴
隷
も
戦
争
も
な
い
、
平
和
な
国
を
創
る
。

そ
の
言
葉
の
元
に
…
…
。
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「
も
う
す
ぐ
で
シ
ュ
オ
ー
マ
王
国
国
境
だ
！
！
」

ガ
ダ
リ
ア
共
和
国
、
ユ
ギ
ー
の
町
発
の
、
一
台
の
馬
車
。

そ
の
馬
車
に
は
、
四
つ
の
人
影
が
あ
っ
た
。

「
シ
ュ
オ
ー
マ
王
国
に
入
っ
た
ら
、
多
分
す
ぐ
に
最
初
の
町
ヒ
ロ
タ
に
着
く
。

各
自
強
盗
に
は
十
分
気
を
つ
け
ろ
よ
！
！
」

赤
い
重
鎧
を
纏
っ
た
中
年
男
性
は
、
馬
車
に
乗
る
他
の
三
人
に
向
か
い
、
注
意

を
促
す
。

「
了
解
…
…
」

黒
い
鎧
を
纏
っ
た
グ
ロ
ー
ス
は
、
眠
た
そ
う
な
返
事
。

「
わ
ー
っ
た
。
…
…
そ
れ
よ
り
ジ
ジ
ィ
、
腹
減
っ
た
！
」

紺
色
を
基
調
と
し
た
布
服
、
そ
し
て
下
は
黒
の
ズ
ボ
ン
。

レ
ル
ラ
は
自
ら
の
腹
を
摩
り
な
が
ら
、
食
事
を
要
求
。

「
な
っ
…
…
レ
ル
ラ
、
貴
様
も
か
ッ
！
！
」

中
年
男
性
は
や
は
り
お
怒
り
気
味
。

「
リ
ア
ー
ナ
、
何
か
飯
持
っ
て
な
い
か
？
」

レ
ル
ラ
は
中
年
男
性
を
軽
く
シ
カ
ト
し
、
隣
に
座
っ
て
い
た
若
い
女
性
に
食
物
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要
求
。

「
…
…
…
…
」

一
方
の
女
性
―
―
―
リ
ア
ー
ナ
は
ツ
ン
と
し
た
態
度
で
レ
ル
ラ
を
シ
カ
ト
。

ぼ
ー
っ
と
外
の
景
色
を
眺
め
て
い
た
。

橙
と
白
を
基
調
と
し
た
布
服
、
下
は
シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ
、
膝
に
は
プ
ロ
テ
ク
タ

ー
、
そ
し
て
ブ
ー
ツ
。

「
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
、
レ
ル
ラ
の
馬
鹿
が
シ
カ
ト
さ
れ
て
や
が
る
！
！
」

中
年
男
性
は
腹
を
抱
え
な
が
ら
爆
笑
。

「
な
っ
…
…
ウ
ル
セ
ェ
ジ
ジ
ィ
！
！
」

「
ジ
ジ
ィ
だ
と
っ
！
！
　
レ
ル
ラ
ぁ
！
！
」

中
年
男
性
は
レ
ル
ラ
の
首
を
ぐ
っ
と
締
め
付
け
る
！
！

「
が
ぁ
～
、
テ
メ
ェ
ジ
ジ
ィ
！
！
　
放
せ
ぇ
！
！
」

「
ウ
ル
セ
ェ
レ
ル
ラ
、
俺
様
は
ジ
ジ
ィ
じ
ゃ
ね
ぇ
、
ボ
ン
ガ
＝
ジ
ル
オ
様
だ
ッ

！
！
」

中
年
男
性
―
―
―
ボ
ン
ガ
は
、
さ
ら
に
レ
ル
ラ
の
首
を
き
つ
く
絞
め
る
。

「
だ
あ
～
ギ
ブ
ギ
ブ
、
苦
し
～
！
！
」

レ
ル
ラ
の
顔
は
青
白
く
な
っ
て
い
く
。
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「
お
い
ジ
ジ
ィ
、
手
綱
放
し
て
い
い
の
か
？
」

「
グ
ロ
ー
ス
、
だ
っ
た
ら
貴
様
が
運
転
し
ろ
！
！
」

ボ
ン
ガ
は
相
変
わ
ら
ず
レ
ル
ラ
締
め
付
け
中
。

「
メ
ン
ド
イ
な
～
…
…
」

グ
ロ
ー
ス
は
嫌
々
運
転
席
へ
。

そ
し
て
、
リ
ア
ー
ナ
は
相
変
わ
ら
ず
無
言
、
視
線
は
外
。

そ
の
時
！
！

「
お
い
貴
様
ら
、
止
ま
れ
！
！
」

突
然
、
馬
車
の
前
に
斧
を
持
っ
た
男
達
が
数
人
現
れ
た
。

「
俺
達
は
ト
カ
ー
盗
賊
団
。
命
が
欲
し
け
り
ゃ
馬
車
止
め
て
、
金
目
の
物
を
置

い
て
さ
っ
さ
と
逃
げ
な
！
！
」

盗
賊
団
の
面
々
は
皆
、
た
く
ま
し
い
筋
肉
、
恐
も
て
の
顔
、
手
に
は
斧
。
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し
か
し
…
…

ど
ー
ん
っ
！
！

「
ぐ
あ
っ
！
！
」

「
だ
ー
っ
！
！
」

「
あ
べ
し
っ
！
！
」

グ
ロ
ー
ス
は
盗
賊
団
を
無
視
。

馬
車
で
彼
ら
を
ひ
い
た
。

「
ん
あ
？
　
何
か
に
ぶ
つ
か
っ
た
か
？
」

…
…
無
視
で
は
な
か
っ
た
。

普
通
に
気
付
い
て
な
か
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。

「
て
、
テ
メ
ェ
…
…
や
っ
て
く
れ
る
じ
ゃ
ね
ー
か
…
…
」

盗
賊
団
の
面
々
は
お
怒
り
気
味
。

「
ん
？
　
誰
だ
あ
ん
た
ら
？
」

グ
ロ
ー
ス
、
火
に
油
。

「
野
郎
共
、
も
う
い
い
！
　
奴
ら
を
殺
せ
ぇ
！
！
」

『
オ
ー
！
！
！
』
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盗
賊
団
は
各
自
斧
を
構
え
、
馬
車
に
突
撃
！
！

「
盗
賊
か
？
　
っ
て
事
は
も
う
こ
こ
は
シ
ュ
オ
ー
マ
か
」

グ
ロ
ー
ス
は
相
変
わ
ら
ず
の
ん
び
り
状
態
。

そ
し
て
、
馬
車
の
中
に
向
か
い
一
言
。

「
強
盗
襲
来
～
」

「
…
…
う
わ
っ
ジ
ジ
ィ
、
外
見
ろ
！
！
」

「
ウ
ル
セ
ェ
レ
ル
ラ
…
…
っ
て
う
お
っ
！
！
　
強
盗
か
っ
！
？
」

一
方
、
馬
車
内
に
強
盗
達
が
侵
入
を
開
始
。

「
く
そ
っ
…
…
レ
ル
ラ
、
リ
ア
ー
ナ
、
戦
闘
準
備
！
」

「
了
解
っ
！
！
」

「
…
…
だ
る
」

レ
ル
ラ
は
腰
の
ベ
ル
ト
か
ら
一
本
の
剣
を
抜
き
放
つ
。

銀
色
に
輝
く
剣
。

ボ
ン
ガ
は
馬
車
の
荷
台
に
置
い
て
あ
っ
た
等
身
大
の
楯
と
、
鋼
製
の
鎚
を
手
に
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取
る
。

リ
ア
ー
ナ
は
レ
ル
ラ
と
ボ
ン
ガ
の
後
ろ
に
回
り
、
荷
台
か
ら
弓
を
取
り
、
構
え

る
。

「
俺
様
が
前
に
出
る
。
レ
ル
ラ
は
右
、
リ
ア
ー
ナ
は
左
を
頼
む
！
！
」

そ
う
い
い
な
が
ら
、
ボ
ン
ガ
は
敵
に
向
か
い
突
進
。

「
う
お
お
お
お
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
！
！
」

腹
の
底
か
ら
声
を
出
し
、
鎚
を
振
る
う
。

「
う
お
お
お
お
り
ゃ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
」

一
方
の
盗
賊
も
、
斧
を
構
え
突
進
。

「
ジ
ジ
ィ
！
！
」

そ
し
て
、
斧
と
鎚
が
ぶ
つ
か
っ
た
。
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第
２
話
　
シ
ュ
オ
ー
マ
王
国
入
国
・
後
編

「
あ
～
…
…
面
倒
臭
さ
い
な
～
も
う
」

馬
車
の
先
頭
。

そ
こ
に
は
、
長
槍
を
構
え
た
グ
ロ
ー
ス
と
、
斧
を
構
え
た
強
盗
が
数
人
。

「
ヘ
ッ
ヘ
ッ
ヘ
、
大
人
し
く
命
を
差
し
出
し
な
！
」

強
盗
の
一
人
が
グ
ロ
ー
ス
に
接
近
。

「
…
…
嫌
だ
な
。
俺
ぁ
痛
い
の
は
嫌
い
な
ん
で
」

ヒ
ュ
ン
ッ
！
！

グ
ロ
ー
ス
は
槍
を
構
え
、
強
盗
に
対
し
突
き
を
放
つ
！
！

「
う
お
っ
！
？
」

突
然
の
攻
撃
に
、
強
盗
は
尻
も
ち
。

「
あ
…
…
外
し
た
か
。
あ
～
槍
重
い
」

と
言
い
つ
つ
、
グ
ロ
ー
ス
は
突
き
を
連
発
。

「
う
わ
っ
、
ち
ょ
っ
、
不
意
打
ち
止
め
っ
！
！
」
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強
盗
は
尻
を
地
面
に
付
け
な
が
ら
後
退
。

「
…
…
な
か
な
か
当
た
ら
ね
ぇ
な
」

ヒ
ュ
ン
ッ
ヒ
ュ
ン
ッ
！
！

槍
は
強
盗
の
す
れ
す
れ
を
通
り
、
地
面
に
ブ
ス
リ
。

「
う
ぬ
ぬ
ぅ
…
…
！
！
　
野
郎
共
、
全
員
で
掛
か
れ
！
！
」

『
オ
ー
！
！
！
』

強
盗
は
グ
ロ
ー
ス
の
槍
を
避
け
な
が
ら
、
他
の
強
盗
へ
命
令
。

「
１
対
多
数
か
…
…
じ
ゃ
、
も
う
手
加
減
は
し
ね
ぇ
」

そ
の
時
、
グ
ロ
ー
ス
の
目
つ
き
が
変
わ
っ
た
。

「
野
郎
共
、
掛
か
れ
！
！
」

『
オ
ー
！
！
！
』

強
盗
は
斧
を
振
り
上
げ
、

そ
し
て
…
…

「
…
…
ふ
ぅ
」

「
な
っ
…
…
！
！
」
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次
の
瞬
間
、
命
令
を
出
し
た
強
盗
以
外
、
こ
こ
に
い
た
全
て
の
強
盗
が
真
っ
赤

に
染
ま
っ
て
い
た
。

「
弱
い
の
に
で
し
ゃ
ば
る
な
。
死
ぬ
ぞ
？
」

グ
ロ
ー
ス
＝
ウ
ィ
リ
ア
、
２
２
歳
。

彼
は
、
そ
の
槍
先
を
最
後
の
強
盗
に
向
け
た
。

「
な
…
…
な
な
な
…
…
」

強
盗
は
完
全
に
戦
意
を
失
っ
て
い
た
。

そ
の
顔
は
恐
怖
に
引
き
攣
り
、
体
は
震
え
て
い
る
。

「
…
…
俺
達
は
な
、
こ
の
国
を
変
え
る
ん
だ
」

グ
ロ
ー
ス
は
槍
先
を
強
盗
の
顔
す
れ
す
れ
に
突
き
付
け
る
。

「
お
前
み
た
い
な
野
蛮
な
野
郎
は
、
邪
魔
な
ん
だ
」

そ
し
て
…
…
…

グ
ザ
ッ
…
…

「
ぐ
ぁ
…
…
ぁ
…
…
…
」
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槍
は
強
盗
の
頭
部
を
貫
通
し
た
。

槍
先
は
、
真
っ
赤
に
染
ま
っ
た
。

「
ぐ
あ
っ
…
…
」

「
へ
っ
、
弱
い
奴
ば
か
り
だ
な
」

馬
車
の
中
、
そ
こ
も
ま
た
地
獄
絵
図
と
化
し
て
い
た
。

「
レ
ル
ラ
、
リ
ア
ー
ナ
、
無
事
か
？
」

返
り
血
を
浴
び
、
真
っ
赤
な
鎧
が
さ
ら
に
真
っ
赤
に
な
っ
た
ボ
ン
ガ
。

そ
の
鎚
に
も
血
が
。
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「
ふ
ぅ
～
、
こ
り
ゃ
気
が
滅
入
る
な
…
…
」

レ
ル
ラ
も
ま
た
、
大
量
の
返
り
血
を
浴
び
、
服
や
剣
は
赤
く
染
ま
っ
て
い
る
。

「
…
…
も
う
最
悪
。
お
風
呂
入
り
た
い
」

リ
ア
ー
ナ
は
逆
に
、
あ
ま
り
返
り
血
を
浴
び
て
い
な
い
。

「
ん
だ
よ
、
リ
ア
ー
ナ
は
ほ
と
ん
ど
血
、
浴
び
て
ね
ぇ
じ
ゃ
ん
か
」

「
…
…
私
の
武
器
は
弓
だ
か
ら
、
返
り
血
は
浴
び
な
い
の
。
そ
れ
よ
り
、
血
生

臭
い
」

リ
ア
ー
ナ
は
鋭
い
目
つ
き
で
レ
ル
ラ
を
睨
み
付
け
る
。

「
な
っ
…
…
し
、
仕
方
な
ね
ぇ
だ
ろ
！
！
　
俺
は
接
近
主
体
の
剣
士
な
ん
だ
か

ら
！
！
」

レ
ル
ラ
反
論
。

「
…
…
臭
い
の
は
嫌
。
あ
っ
ち
行
っ
て
」

リ
ア
ー
ナ
＝
フ
ェ
ザ
ナ
ン
、
１
７
歳
。

性
格
は
キ
ツ
め
。

「
テ
メ
ェ
…
…
」

レ
ル
ラ
の
怒
り
を
完
全
無
視
し
、
リ
ア
ー
ナ
は
弓
の
手
入
れ
を
始
め
る
。

「
全
く
…
…
」
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レ
ル
ラ
は
込
み
上
げ
る
怒
り
を
何
と
か
沈
め
、
馬
車
の
外
に
山
積
み
に
な
っ
て

い
る
物
に
視
線
を
向
け
る
。

「
…
…
…
…
」

無
数
の
赤
で
彩
ら
れ
た
そ
れ
は
、
死
体
の
山
―
―
―

強
盗
達
の
屍
の
山
だ
っ
た
。

「
…
…
…
…
」

辺
り
に
ハ
エ
が
飛
び
交
い
始
め
た
。

そ
し
て
、
異
臭
も
漂
い
始
め
る
。

「
…
…
お
い
ジ
ジ
ィ
」

「
ジ
ジ
ィ
じ
ゃ
ね
ぇ
。
ボ
ン
ガ
だ
」

ボ
ン
ガ
は
鎧
を
か
ら
拭
き
中
。

「
早
く
…
…
先
へ
進
も
う
。
シ
ュ
オ
ー
マ
の
首
都
へ
」

レ
ル
ラ
の
顔
は
、
悲
痛
な
も
の
だ
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

平和な国を作りましょう！！
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